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Ⅰ．募集内容について 

１．事業の目的・趣旨 

海南市(以下「市」という)では、来庁者及び職員等の利便性向上を図るため、市役所庁舎

内の食堂運営事業者を募集します。 

そこで、市が定める営業条件のもと、継続して質の高いサービスの提供が可能な事業者を

募集します。 

 

２．庁舎内の食堂施設の概要 

本食堂の運営業務は、厨房諸室、食堂ホールその他市が指定する場所について、市が地方

自治法第 238 条の 4 の規定に基づく行政財産の使用許可を行い、事業者が実施運営するもの

とします。 

物件の概要は下記のとおり。 

使 用 物 件 

海南市南赤坂 11番地  

鉄筋コンクリート造 5階の一部 

※詳細は別途「物件案内図」及び「5 階平面図」を参照 

使 用 用 途 食堂の営業 

使 用 面 積 
食堂ホール79.94㎡、厨房35.85㎡、食品庫21.39㎡、WC2.44㎡ 

事務室5.90㎡ 計145.52㎡ 

座 席 数 約 30席 

参 考 
職員数約 300人 

厨房設備の熱源は電気のみとなります 

３．応募資格  

食堂を運営することが可能で、次に掲げる要件を全て満たす法人又は個人に限り応募する

ことができるものとします。  

（１）地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の4の規定に該当しない者であること。  

（２）会社更生法（平成14年法律第154号）に基づき更正手続開始の申立てがなされているも

の又は民事再生法（平成11年法律第225号）に基づき再生手続開始の申立てがなされてい

るものでないこと。  

（３）食品衛生法（昭和22年法律第233号）に基づく飲食店営業許可を有しており、食堂等の

営業許可が得られること。  

（４）食品衛生法その他の食品の営業に関する法令に基づく許可の取消し等の処分を過去3年

間受けていないこと。  

（５）令和8年8月3日現在、食堂、レストラン等の飲食業を3年以上継続して営業した実績があ

る者 

（６）租税を完納し、滞納がないこと。  
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（７）海南市暴力団排除条例（平成23年海南市条例第14号）第6条第1項第1号に規定する「暴

力団関係者等」に該当しない者であること。  

４．営業条件 

（１）行政財産使用許可 

本食堂の運営に係る厨房諸室、食堂ホールその他市が指定する場所の使用は地方自治法

第 238 条の 4 の規定に基づく行政財産の使用許可により行うものとします。当該使用許可

により借地借家法その他賃借権に関する権利は発生しません。市は、公用又は公共用に供

するため必要が生じた場合は、使用許可の全部又は一部を取り消し、又は変更することが

できます。この場合において、事業者に損害又は損失が生じても、市は補償しません。 

（２）使用料・賃借料及び保証金 

 一、使用料・賃借料 

厨房諸室、食堂ホール等の行政財産の使用料は無料としますが、厨房機器の賃借料と

して、月額 50,000円が必要です。 

なお、営業準備期間中は賃借料を徴収しません。 

 二、保証金 

事業者は、使用許可又は厨房機器貸付契約の締結時に、保証金として 500,000 円を市

に納付するものとします。保証金は、未納の厨房機器賃借料、光熱水費、原状回復費、

損害賠償金その他事業者が市に対して負担する債務に充当することができるものとしま

す。使用終了後、市は当該債務を控除した残額を無利息で返還します。  

三、光熱水費 

食堂運営に必要な電気料金、上水道使用料その他の市が指定する光熱水費は、事業者

の負担とします。 

負担額は、子メーターによる実測値又は市が合理的と認める按分算定し、請求方法、

請求時期及び端数処理は別途市が定めます。 

 四、それぞれの支払い方法は、別途指定するものとします。 

 （３）衛生・健康管理 

事業者は、食堂における衛生管理に十分注意を払うとともに、これらにおいて発生した

食品衛生法上の問題等については、直ちに市に報告の上、全て事業者の負担と責任におい

て対処するものとします。なお、従業員の検便等については、事業者の責任において適宜

実施し、従業員の健康管理に努めることとします。 

（４）営業開始予定日 

令和 9年 4月 1日までに開業すること。 

（５）使用期間 

行政財産の最初の使用期間は、使用開始日から令和 9年 3月 31日までとしますが、１年

度を単位として毎年度更新し、最初の使用期間を含め 6 か年度（令和 14 年 3 月 31 日）ま

で更新できるものとします。なお、この期間には食堂の開店準備期間も含みます。 

令和 14年 4月 1日以降も使用継続を希望する場合は、市長が食堂等の利用状況、サービ
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スの内容、経営状況を勘案の上、更新を決定するものとします。 

（６）営業日・営業時間 

営業日は海南市役所開庁日(土・日曜日、国民の祝日・休日及び 12月 29日から翌年 1月

3日を除く)とします。 

営業時間は、最長で午前 8 時 30 分から午後 5 時 15 分までとし、午前 11 時 00 分から午

後 1時 30分までの間は必須とします。なお、料理の仕込み等に要する時間は、別途市と協

議するものとします。 

 （７）諸経費の負担 

一、厨房機器等の設置について 

食堂の基本的な厨房機器、テーブル及び椅子等の主要備品は、平成 29年に市が用意

し、前の食堂事業者が令和 7 年 12 月 26 日まで使用していたものをそのまま使用でき

ます。（設置している厨房機器は別紙リストを参照してください。） 

別途厨房機器等を追加導入する場合は、事業者負担となり、設置については、事前

に市と協議しなければなりません。 

二、食堂の改修 

     食堂の改修等は原則認めません。ただし、市と事前協議の上、承認を得た場合は除

きます。 

なお、改修等の費用は事業者の負担とします。  

三、有益費等の請求権の放棄 

事業者は、使用物件に投じた改修・改良のための有益費及び修繕費等の費用を市に

請求することはできません。 

四、その他の経費の負担区分については、【表１】のとおりとします。 

【表１】食堂経費負担区分表 

No 項 目 備 考 市 事業者 

1 光熱水費 食堂運営に必要な光熱水費  ○ 

2 
厨房設備機器類及び食堂ホール

内備品、設備 

厨房機器賃借料  ○ 

現状設備以外の設備を追加で導入

する費用 
 ○ 

3 
食堂・厨房施設の改修・補修・

維持費 

原則として市負担 ○  

事業者に瑕疵がある場合の修繕や

事業者の都合による改修、事業者

が追加導入した設備の修繕・改修 

 ○ 

4 厨房内什器購入費及び補充費  なべ、釜など  ○ 

5 食器購入費及び補充費   ○ 

6 食堂ホール内装飾費  テーブルクロス、植栽 等  ○ 
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7 食堂事務室用什器備品購入費   ○ 

8 外線使用料及び設置 引込みについては市と協議必要  ○ 

9 内線電話設置費  ○  

10 厨房諸室・食堂ホールの清掃費  

厨房・食堂ホール、食品庫、事務

所、WC などの清掃(防虫・防鼠含

む)及びグリストラップ、ダクト等

の清掃 

 ○ 

11 
精算システムの購入及び維持管

理費 
レジ、券売機等  ○ 

12 塵芥処理費   ○ 

13 
施設・設備・物件にかかる公租

公課等 

固定資産税等の公租公課及び保険

料等（市有物件に限る） 
○  

事業者が追加導入した設備の保険

料等 
 ○ 

14 その他諸経費   ○ 

（８）提供メニュー及び価格等 

提供メニュー及び価格は、（９）の条件や昼食時間帯の出前販売も考慮して、事業者が定

めるものとします。 

ただし、価格等を変更する場合は事前に市と協議してください。（アルコール類の提供

は不可） 

※価格の目安として、定食で 600～900 円程度としてください。 

（９）在庫管理 

表示したメニューについて、午後 1時 30分までは必ず提供できるように、食材の在庫管

理を適切に行ってください。 

（10）営業許可等の申請 

市や監督官庁への申請・届出、その他店舗の営業に関して必要な一切の手続きは、全て

事業者の責任において行ってください。 

（11）使用上の制限  

事業者は、使用物件を善良な管理者の注意をもって維持管理しなければならず、また食

堂の営業以外の用途に供してはならないものとします。加えて、事業者は、使用許可に基

づく権利の全部又は一部を第三者に譲渡し、転貸し、質入れ若しくは担保に供し、あるい

は名義貸し等をすることはできません。 

 （12）使用許可の取り消し又は変更 

市は、次のいずれかに該当するときは、使用許可の全部若しくは一部を取り消し、又は

変更することができます。この場合において、事業者に損害又は損失が生じても、市は、

その賠償又は補償の責めを負いません。 
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①事業者が賃借料の未納や契約等に定める各条項に違反したとき 

②応募資格の詐称その他不正な手段により使用許可を受けたとき 

③市の許可なく休業したとき 

④食品衛生法（昭和 22 年法律第 233 号)その他関係法令に基づき、営業許可の取消し、

営業の全部若しくは一部の禁止又は停止を受けたとき 

（13）原状回復及び返還 

使用許可が取り消されたとき又は使用期間が満了したときは、事業者は、自己の費用で

使用物件を原状に回復し、市が指定する期日までに返還しなければならないものとします。

ただし、市が特に承認したときは、この限りではありません。 

また、事業者が期日までに原状回復の義務を履行しないときは、市が原状回復のための

処置を行い、その費用には保証金を充当し、保証金の額を超えた分については、事業者に

請求することができます。 

この場合において、事業者は、何ら異議を申し立てることができません。 

（14）損害賠償 

事業者が物件の使用にあたり、市又は第三者に損害を与えたときは、全て事業者の責任

でその損害を賠償しなければならないものとします。また、事業者がその責めに帰する理

由により、使用物件の全部又は一部を滅失し又は損傷したときは、当該滅失又は損傷によ

る損害額を市に支払わなければなりません。    

ただし、事業者が自己負担で使用物件を原状に回復した場合は、この限りではありませ

ん。 

（15）食品の搬入口・搬入方法 

食品の搬入は、開庁時間内に行い、可能な限り短時間で行ってください。 

なお、搬入車両の駐車場所については別途指示をします。 

（16）ごみ処理等 

ごみや残飯等の処理についてはできる限り資源化して、減量化に努め、事業者の負担で

処理してください。 

また、食堂内は全て禁煙とします。 

（17）清掃 

厨房諸室及び食堂ホールの日常・定期清掃や害虫駆除は、事業者の負担で行うものとし

ます。 

（18）報告事項 

事故等については、発生時に市まで報告し、その対応に関する事項を後日、市まで報告

してください。 

（19）張り紙、看板等の表示・掲出 

張り紙、看板等の表示又は掲出は、事前に市とその内容や表示、掲出場所等を協議し、

許可を受けてください。 

 （20）災害協力 

    市内で災害が発生した場合において、市長が必要と判断した場合は、事業者は食堂等で
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次に掲げる事項について協力するものとします。 

    なお、協力の期間、費用負担等については、別途協議するものとします。 

    一、炊き出し業務のための人員派遣・飲食物の提供 

    二、事業者が購入又は設置した厨房機器の使用 

 （21）その他 

一、その他本物件の使用については、関係法令、和歌山県条例及び海南市条例等を遵守

することとします。 

二、海南市本庁舎食堂運営候補者選定のための公募型プロポーザル実施要項の不知又は

不明を理由に異議を申し立てることはできません。 

 

 

Ⅱ．応募について 

１．募集形式 

本募集は公募型プロポーザル（以下「プロポーザル」という。）で実施します。 

 

２．プロポーザルまでの日程 

（１）募集要項の配布 

配布期間：令和 8年 8月 3日（月）～令和 8年 9月 18日（金）まで 

入手方法 

・海南市ホームページ（http://www.city.kainan.lg.jp/） からダウンロード 

 ・海南市役所管財情報課窓口で配布 

（２）現地見学会 

令和 8年 8月 17日（月）午前 10時 現地集合  

     ※参加は自由です。 

（３）応募申込み 

提出受付：令和 8年 8月 3日（月）～9月 18日（金） 17時必着 

提出先 ：〒642-8501 海南市南赤坂 11番地  海南市役所 総務部 管財情報課 

提出方法：持参 又は 郵送 ＊郵送の場合は簡易書留とし、提出期限必着とする。 

提出書類【応募書類】(提出部数 各１部) 

 提出書類 法人 個人 摘要 

① 応募申込書 ○ ○ 様式１ 

② 法人登記簿謄本 ○  発行 3 か月以内のもの 

③ 住民票  ○ 発行 3 か月以内のもの 

④ 決算書又は確定申告書の写し ○ ○ 過去 3年分 

⑤ 免許証等の写し ○ ○ 調理師免許、営業許可証等 

⑥ 納税証明書 ○ ○ 
国税 

法人：その３の３様式 

http://www.city.kainan.lg.jp/
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個人：その３の２様式 

市町村税 

完納証明書もしくは法人

（個人）市民税及び固定資産

税の直近過去２年分の証明

書 

⑦ 誓約書 ○ ○ 様式２ 

⑧ 会社案内やパンフレット等資料 ○ ○ 資料がある場合のみ 

備 考 ：①提出書類の差し替え等は、提出期限内に限り行うことができます。 

なお、提出期間終了後の追加資料の提出はできません。 

②必要に応じて別の書類の提出を求めることがあります。 

③（５）の【プレゼンテーション書類】を同時提出するのも可とします。 

（４）質疑書の提出 

本案件に関する質問は、全て質疑書によることとします。質疑がある場合には、下記のと

おり質疑書を提出してください。 

一、提出受付：令和 8年 8月 3日（月）～8月 21日（金） 17時必着 

二、提出方法：原則として「電子メール」としますが、ＦＡＸでも受け付けます。 

海南市 総務部 管財情報課 アドレス：kanzaijoho@city.kainan.lg.jp 

             FAX番号：073-483-8749 

三、提出様式：１．電子メール送信の際の件名は次のとおりとします。 

件名：「海南市本庁舎食堂公募に関する質疑について」 

２．質疑の詳細は、「質疑書」(様式３)に記載し、電子メールに添付してく

ださい。 

四、回答方法：全ての質問と回答を取りまとめて、全ての質問者に電子メール又はＦＡＸ

にて送付するとともに、海南市ホームページに掲載します。 

五、回答期日：令和 8年 8月 25日（火） 

（５）プレゼンテーション書類の提出 

一、提出期限：令和 8年 9月 18日（金） 17時必着 

二、提出先 ：〒642-8501 海南市南赤坂 11番地 

 海南市役所 総務部 管財情報課 

三、提出方法：持参 又は 郵送 

＊郵送の場合は簡易書留とし、提出期限必着とする。 

四、提出書類：【プレゼンテーション書類】 

 提出書類 部数 摘要 

① 企画提案書 １部 様式４  

② 企画提案資料 各 

10部 

様式５ No.1事業概要 

様式６ No.2食堂の運営方法  
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様式７ No.3メニュー・サービス  

様式８ No.4災害時の協力体制  

様式９ No.5その他  

 

五、備 考  ：①提案項目の詳細については、Ｐ11「企画提案資料一覧表」を参照してく

ださい。 

②提案は市の要求する「Ⅰ．募集内容について」に合致する内容としてく

ださい。 

③【プレゼンテーション書類】の提出は、【応募書類】提出後、別の日に提

出しても差し支えありませんが、提出期限は厳守してください。 

※【応募書類】、【プレゼンテーション書類】とも提出期限は 9月 18日（金）

17：00 必着です。（9 月 18 日に【応募書類】を提出する場合は【プレゼ

ンテーション書類】も同時に提出してください） 

（６）プレゼンテーション・質疑応答及び審査 

令和 8年 9月下旬 

（７）審査結果の通知 

令和 8年 10月上旬 

 （８）事業者決定後の予定について 

     令和 8年 10月     覚書締結 

     令和 8年 10月 

～令和 9年 3月     準備 

応募日程総括表 

事項 日時 

募集要項の配布 令和 8年 8月 3日(月)～9月 18日（金） 

現地見学会 令和 8年 8月 17日(月)午前 10時 現地集合 

質疑書の提出 令和 8年 8月 3日(月)～8月 21日(金) 17時必着 

応募申込み期間 令和 8年 8月 3日(月)～9月 18日(金) 17時必着 

質疑回答期日 令和 8年 8月 25日（火） 

プレゼンテーション書類の提出期限 令和 8年 9月 18日（金） 17時必着 

プレゼンテーション・質疑応答・審査 令和 8年 9月下旬 

審査結果の通知 令和 8年 10月上旬 
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Ⅲ．評価について 

１．基本的な考え方 

庁舎内の食堂運営候補者の選定にあたっては、提出された書類をもとに、プレゼンテーシ

ョン・質疑応答を行い、最も高い総合評価を得た応募者を運営候補者として決定します。 

評価点の合計が満点の 6 割に満たない応募者は、運営候補者として選定しません。応募者

が 1者のみの場合も同様に審査を行います。 

なお、応募多数の場合は、書類審査を行い書類審査通過した５者を対象にプレゼンテーシ

ョン・質疑応答を行うものとします。 

 

２．評価主体 

評価は、「海南市本庁舎食堂運営業者選定委員会」が行います。 

選定委員会は、市職員計 6 名の委員で構成されており、企画提案の内容について公平かつ

適正な評価を行います。 

 

３．評価方法及び結果の通知 

応募申込みをはじめとした「応募書類」の提出者を対象に、「応募書類」、「プレゼンテーシ

ョン書類」を基にプレゼンテーションを実施していただき、質疑応答を経てその内容を総合

的に評価、採点し、最高点者と次点者を選出します。 

なお、最高点を得た者を運営候補者とします。 

また、プレゼンテーションと質疑応答は 30分を予定しています。（プレゼンテーション 20

分、質疑応答 10分） 

また、プレゼンテーションにパソコン、プロジェクター等を使用する場合は、事前に「６．

問い合わせ先」まで申し出てください。 

備 考 ：1 最高点を取得した事業者が２者以上ある場合は、くじ引きとします。 

2 最高点を得た事業者が辞退を申し出た場合や「４．留意事項」に該当した場

合は、次点の事業者を運営候補者とします。 

結果通知：審査の内容、選定の結果については、令和 8年 10月上旬に書面を送付し、かつ

同日運営候補者をホームページに掲載します。 

     また、個別の説明は行わず、評価結果に対する一切の異議申し立ては受け付け

ません。 

 

４．留意事項 

次のいずれかに該当するときは、運営候補者としての決定を取り消します。 

（１）提出書類に虚偽の記載をしたことが確認されたとき。 

（２）選定委員又はその関係者に接触を求めるなど、評価の公平性を害する行為を行ったと

き。 

（３）食堂運営候補者の決定から契約締結までの間に、食堂運営候補者の資金事情の変化等

により、店舗の設置・運営の履行が困難であると市が判断したとき。 
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（４）著しく社会的信用を損なう行為等により、食堂運営候補者としてふさわしくないと市

が判断したとき。 

（５）食堂運営候補者が、応募資格に適合しなくなったとき。 

５．その他 

（１）プロポーザルに応募する費用は、全て応募者の負担とします。 

（２）提出書類で用いる言語は日本語、通貨は円とします。また、提出書類等で用いる計量

単位は、特別の定めがある場合を除き、計量法（平成 4 年法律第 51 号）に定めるもの

とします。 

（３）提出書類は、A4判普通紙を使用し、文章は横書きとしてください。文字サイズは 10 ポ

イント以上とし、１枚に収まらない場合は２枚以上になることも可能とします。文字等

の色指定はありません。 

（４）提出書類の著作権は、応募者に帰属します。ただし、市が本案件のプロポーザルに関

する報告、公表等のために必要な場合は、応募者の承諾を得ずに提出書類の内容を無

償で使用できるものとします。また、本案件に係る情報公開請求があった場合には、

海南市情報公開条例に基づき、提出書類を公開することがあります。 

（５）提出された書類は一切返却しません。 

（６）プレゼンテーションに必要な器具・機械は応募者で準備ください。 

（７）一定の基準を満たす応募者がないときには、運営候補者を選出しない場合があります。 

（８）本案件において、厨房機器賃貸借契約の相手先は市となります。 

  

６．問い合わせ先 

海南市 総務部 管財情報課 管財班（市役所 4階） 

所在地：〒642-8501 海南市南赤坂 11 

電 話：073-483-8411 FAX：073-483-8749、Eメール：kanzaijoho@city.kainan.lg.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:kanzaijoho@city.kainan.lg.jp
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■企画提案資料一覧表及び配点一覧表 

提案項目 記 載 内 容 ・ 評 価 項 目 配点 

1 事業概要 

（様式５） 

・庁舎や公共施設における食堂及び企業の社員食堂運営の 

実績 

・飲食業の経営年数 

１０点 

2 食堂の運営方法 

（様式６） 

・営業時間 

・オープンまでのスケジュール 

・営業形態及び必要となる厨房設備（概算費用を含む） 

・従業員の配置 

・収支計画 

３０点 

3 メニュー・サービス 

（様式７） 

・提供予定のメニューの種類・栄養バランス 

・提供予定のメニューの価格 

・食堂ホールで飲食できない職員への対応 

（職場への出前配達、弁当販売等） 

３５点 

4 災害時の協力体制 

（様式８） 

・災害時に市に協力して実施できる事項 
５点 

5 その他 

（様式９） 

・食中毒対策などの衛生面の配慮 

・独自提案 
２０点 

※企画提案資料は、所定様式（Ａ４サイズ）にできる限り簡潔に記載してください。記載欄の

大きさは変更可能とし、１枚に収まらない場合は２枚以上になることも可能です。 

 

 

 



 

- 12 - 
 

様式１ 

年  月  日 

 

海南市長 様 

 

本店（住所） 

商号（屋号） 

代表者（氏名）                   

                

（事務担当責任者） 

所属 職名 

氏 名 

電 話 

ＦＡＸ 

E-mail 

 

 

応 募 申 込 書 

 

「海南市本庁舎食堂運営候補者選定のための公募型プロポーザル実施要項」に基づき、添付書類

を添えて応募の申し込みをします。 

 

  （添付書類） 

・②法人登記簿謄本又は③住民票 

・④決算書又は確定申告書の写し 

・⑤免許証等の写し 

・⑥納税証明書 

・⑦誓約書 

・⑧会社案内やパンフレット等資料 
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様式２ 

誓 約 書 

 

  年  月  日 

海南市長 様 

 

住 所 

申請者 

氏 名               

 

 

私は、海南市本庁舎食堂運営候補者選定のための公募型プロポーザルに応募するに

つき、下記に掲げる事項を誓約します。 

なお、誓約事項の事実確認のため、海南市が和歌山県海南警察署に対し、情報の照

会を行い、それを取得することについて同意します。 

 

１ 自己又は自社の役員又はその支店若しくは営業所の代表者、その他実質的に関与

している者が次のいずれにも該当することはありません。 

（１）暴力団員等※１であると認められる者 

（２）暴力団※２又は暴力団員等が経営に実質的に関与していると認められる者 

（３）自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を与える

目的をもって、暴力団又は暴力団員等を利用するなどしていると認められる者 

（４）暴力団若しくは暴力団員等に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど

直接的若しくは積極的に暴力団の活動、維持運営に協力し、若しくは関与してい

ると認められる者 

（５）暴力団又は暴力団員等と社会的に非難されるべき関係を有している法人等 

（６）暴力団又は暴力団員等であることを知りながら不当に利用するなどしていると

認められる者 

 

２ 上記１に掲げる事項に該当する者であると判明した場合は、海南市が行う一切の

措置について異議の申し立てを行いません。 
 

 

 

※１ 海南市暴力団排除条例（平成 23 年 7 月６日条例第 14 号）第２条第３号に規定する暴力団員等をいう。  

※２ 海南市暴力団排除条例（平成 23 年 7 月６日条例第 14 号）第２条第１号に規定する暴力団をいう。
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様式３ 

 

年  月  日 

  

海南市長 様 

 

質 疑 書 

 

プロポーザルに応募するにあたり、以下のとおり質問がありますので、回答をお願いします。 

質疑提出者 

 

 

 

 

＜本店（住所）＞ 

＜商号（屋号）＞ 

＜代表者（氏名）＞ 

＜担当者＞ 

＜電話＞ 

質問 

 

 

 

質問 

 

 

 

質問 

 

 

 

質問 

 

 

 

質問 

 

 

 

※質問欄は、適宜、拡大又は追加してください。ただし、質問は簡潔にお願いします。 

※個別回答は行いません。 

※回答書には原文のまま掲載しますので、誤字、脱字にご注意ください。 
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様式４ 

年  月  日 

 

海南市長 様 

 

 

本店（住所） 

商号（屋号） 

代表者（氏名）                   

 

（事務担当責任者） 

所属 職名 

氏 名 

電 話 

ＦＡＸ 

E-mail 

 

 

企 画 提 案 書 

 

「海南市本庁舎食堂運営候補者選定のための公募型プロポーザル実施要項」に基づき、企画提案

書類を提出します。 

 

 

（添付書類） 

・企画提案資料（No.1～5） 各 10 部 
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様式５ 

No.1事業概要 

本店（住所） 
 

商号（屋号） 
 

 

代表者（氏名） 
 

 

資本金  

年商(直近年度) （    年   月期）         万円 

従業員数  

創業年月日  

  沿革・特徴  

代表的な営業施設 
名 称 

所在地 

直営店舗数 
 

 

庁舎・公共施設の 

食堂や企業の社員

食堂の運営実績 

 有 （        件）    無 
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様式６ 

No.2食堂の運営方法 
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様式７ 

No.3メニュー・サービス 
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様式８ 

No.4災害時の協力体制 
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様式９ 

No.5その他.  
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物件案内図 

 

 

 

 

海南市役所 

（対象施設） 

海南インテリジェントパーク 

至海南東 IC 

海南ハレアメ 







品名 メーカー 型番 台数
コンビオーブン フジマック FSCCWE61 1
ブラストチラー＆フリーザー フジマック FRBCT6F 1
アンダーカウンター洗浄機 フジマック M-iClean UL 1
ホテルパン フジマック SH-1914SW 4
ホテルパン フジマック SH-1916SW 2
ホテルパン フジマック SH-1524SW 2
穴あきホテルパン フジマック SH-1914SW/P 1
穴あきホテルパン フジマック SH-1916SW/P 1
穴あきホテルパン フジマック SH-1524SW/P 2
エナメルトレイ フジマック H:60mm 5
グリッド フジマック 1/1(ステンレス仕上げ） 5
ベーキングトレイ穴なし フジマック 1/1サイズ(6013-1103) 5
グリルチキン フジマック チキン10個6035-1010 1
グリルローストプレート フジマック 1/1（60-71-617） 1
グリル＆ピザトレイ フジマック 1/1（60-70-943） 1
コンビフライ フジマック 1/1（6019-1150） 1
目玉焼きトレイ フジマック 1/1(H:30mm)【Sタイプ】 1
冷蔵庫（排水受タンク付き） フジマック FR1280Ki 2
チェストフリーザー フジマック SH-360X 1
冷蔵庫 フジマック FR1280Ki 1
電機自動炊飯器 フジマック FRC108FA 1
水切り二層シンク フジマック 1
脇台 フジマック 1
電気ゆで麺器 フジマック FENB456004R 1
コールドテーブル フジマック FRT1560K 1
冷凍コールドテーブル フジマック FRFT1260K 1
台下戸棚（背立なし） フジマック 3
台 フジマック 1
ＩＨコンロ フジマック FIC456003FF 1
電気フライヤー フジマック FEFS186TD 1
台 フジマック 1
アイスメーカー フジマック IM-35-1 1
二層シンク フジマック 1
真空包装機 フジマック MAX-DD 1
脇台 フジマック 1
台下戸棚 フジマック 1
イス チェリー アルケッロ 22
テーブル チェリー 8
イス 堺木工 シェルダイニングチェア 8
ベビーチェア チェリー スタックチェアＢＴ 2
フードスライサー ドリマックス マルチスライサーミニＤＸ-50Ｂ 1
業務用卓上ミキサー KIPROSTAR PO-GMS 1
業務用電子ジャー タイガー JNOA360 1
フードカッター マルチシェフ MC-1500FPM 1
イス チェリー アルケッロ 8
デジタル防水はかり カスタム CS-10KWP 1
合計 110

厨房機器貸付一覧表（平成29年6月導入）
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